
最近、なかなか人も集められないし、
作業する人手がほしいな

農業者

福祉事業所

障がい者の農業分野での活躍を通じて、農業経営の発展とともに、
障がい者の自信や生きがいを創出し、社会参画を実現する取組です。農福連携とは

県内で実施されている作業事例 りんご

枝拾い
摘果
摘葉
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反射シート敷き
反射シートはぎ
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植え付け
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ながいも

支柱抜き
収穫
出荷調製 など

このほかにも、
トマト、すいか、
ごぼう、大豆など
で事例があります

障がいのある方複数人と職員
でチームを組み、ほ場に行っ
て作業します

その作業請け負えますよ

りんご摘果 りんご摘葉

にんにく種こぼし ながいも支柱抜き

青森ユニ ウノ

誰もが従事できるユニバーサル農業

はじめませんか「農福連携」



よくある質問

付き添いのスタッ
フはいますか。

障がいのある方（作業に当たる人）３～４名につき福祉事業所
のスタッフ１人が引率します。Ｑ

ずっと見ていなけ
ればなりませんか。

はじめと終わりは見届けてもらいますが、問題ないようでした
ら現場を離れても結構です。Ｑ

作業の時間帯は。
作業時間は基本的に１０時～１５時までです。１２時から１３
時まではお昼休憩となります。Ｑ

ケガをしたらどう
しよう。

福祉事業所の障がいのある方は保険に加入しています。Ｑ

作業料金はどれく
らいですか。

コーディネーターが作業内容やほ場の状況などを現地で確認し、
そこで話し合いながら決定します。

Ｑ

福祉事業所に作業を依頼するためには

１step

２step

３step

４step

５step

窓口への依頼
・相談

現地打合せ

福祉事業所と
のマッチング

農作業の実施

作業料金の支
払い

下記の問合せ先にお電話ください。担当者が依頼・相
談（作業日、時間、品目、作業内容等）をお受けしま
す。

農業者立ち会いのもと、問合せ先の担当者が、ほ場の
状態、ほ場までの経路、作業内容の詳細、休憩場所、
トイレの確認等を行います。

問合せ先の担当者は、受託可能な福祉事業所を募集し、
農業者とマッチングします。お互いが合意後、業務委
託契約書を締結します。

農作業中の指導及び安全管理は福祉事業所職員が行い
ます。農業者は作業の実施具合等の確認をお願いしま
す。

作業完了後、農業者は福祉事業所に作業料金の支払い
を行います。

＜西北地域＞

問合せ先
農福連携について
とお電話ください

●西北農林水産事務所農業普及振興室 TEL:0173-35-5727
又は

●最寄りのＪＡ（無料職業紹介所）
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